

























































































Economics & public finance 
Literature 
Philology 
Geography & travels 
Education 
Psychology & ethics 
Natural science 
Sociology and social science 
Arts : fine and useful 
Religions 
(Textbooks) 
Dictionary & reference books 
Statistics, calendars, reports, etc. 
Russian books 
Newspapers & magazines 
Commerce, transportation, banking 































RA 1 - 65 
RB 1- 5 
RC 1- 4 
RD 1 - 22 
RE 1- 2 
RF 1 - 704 
RG 1 - 52※I 
63- 73 
RH 1 - 13 
R I 1- 3 
RJ 1- 7 
RK 1~20 
RL 1 - 11 
RM  1- 2 
RP 1 - 33 
RQ 1 - 3 
RT 1 
RU 1- 3 
RZ 1- 4 
計
※ 1 : 53-62は欠番
※ 2 : 悔軍省は寄贈
※ 3 : 片上は購入
※ 4 : 海軍省以外の寄贈
※ 5 : 片上以外の購入
部数 1海軍省※ 2 片上磁3 寄贈※ 4 購入※ 5 不明※6




4 2 1 1 
22 I 2 2 1 12 5 
2 I 1 1 
704 I 312 128 24 197 43 
63 I 13 6 2 8 34 
13 I 6 1 1 
3 I 1 1 1 
7 
I 5 1 1 
20 I 15 1 4 
11 1 7 3 
2 I 1 1 





3 I 3 
4 I 4 
965 I 406 141 30 258 130 
I 
















1. 主題として圧倒的に文学 (RF) が多いこと（これはそののちのロシャ
語図書の収集に一貫している）
2. 海軍省寄贈医書が全体の 4割 2分を占めていること
3. その後ロシヤ語蔵書構築の核になる片上伸収集の固書が購入されてい
ること
































































































































8241-9999 1927 (昭和 2)から1930(昭和 5)の受入れ図書。 片上、ロシ
ヤ大使館対外文化協会寄贈本等。






























と書いている。たしかに『学鐙』を見ると、例えば 7巻 4号 (1903年4月）
の巻末には PycCKHeKHHrlィとして、辞書10点、会話、文法17点、地
理、旅行 3点、文学 5点が新着あるいは近着として案内されている。
Geiser & Gilbertは図書に添付された書店シールに"Geiser& Gilbert K. 






徴は出版地に関してである。 210部のうち、 166部を占める RF文学の分類
をみると、ロシヤ本国で出版された固書は僅か 1部のみであり、ベルリン
をはじめとしてオックスフォード、ロンドン、シュトゥッ トガルト、ニュ






























































































































































































1918年（大正 7)3月に片上ば帰国、 1919年（大正 8)新設された露西亜
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